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本プロジェクトの 終年度において、高速分子進化技術 eRAPANSY をまとめ上げ、学術論

文として投稿した。 終段階での大きな成果として、プロテアーゼカテプシン E（CE）の阻

害ペプチドを一層進化させる方法論‘ペプチドペア法’を開発し、その方法によりそれまで

にスクリーニングされた CE 阻害ペプチドの活性を 1.5 倍程度向上させることに成功した。こ

の方法は、同時に‘タンパク質の表面構造’を‘特異的結合ペプチド’により、エピトープ

（前者）と抗体（後者）の関係で分割することに相当し、表面構造を結合ペプチド群により

分類し、データベースに登録可能とするという興味深い構想に想到した（同じペプチドで他

のタンパク質に存在する同一表面構造を拾い上げうることを意味する）。結局、本プロジェク

トにより、「方法」を開発し、実践的に「有用分子」を淘汰し、 終的にはタンパク質工学と

しての新たな「コンセプト（エピトープ分割）」に到りついた。 
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